


坐禅を組むことによる効能

この現代だからこその禅の教えの重要性

島津清彦

同行講師プロフィール

株式会社シマーズ 代表取締役
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近年欧米の企業の中で「マインドフルネス」という言葉で日本
の「禅」に注目が集まっています。坐禅をすることにより集中
力の向上、ストレスの軽減、免疫力の向上、意思決定力の向上、
などの効果があると言われています。

情報技術 (IT) の進歩により、私達が一日で処理する情報量は年々増え続けています。情報過多に加え、ビジネスシーンでは生産性の向上や
スピードが求められ、そのストレスにどう対処するかは私達の人生やビジネスシーンにとっても大きな課題です。そんな現代だからこそ時
には立ち止まり、本当の自分と向き合うことの大切さを教えてくれる禅は私達に多くのヒントや気づきをもたらしてくれるのです。

前職スターツグループでは、取締役人事部長として延べ 6,000 人の採用面接を行いながら、急成長する組織の制
度と風土改革を実行。その後グループ会社２社の経営トップとして、企業再生と最高益を達成する。これらの現場
体験から得た経営の「実践知」を日本の企業に広く提供すべく、コンサルタントとして起業。
2012 年に得度し仏門入りしてからは、企業・教育機関・官公庁・福祉法人などで禅をベースとしたコーチング・
研修・講演活動等を行なう。2014 年にはソニー（株）の新規事業創出第 1 号案件であるソニー不動産（株）のス
タートアップに参画。事業を軌道に乗せた後、現在はシマーズに専念し経営コンサルタント、大手企業の研修講師
として全国をかけ巡る日々。

なぜ伊豆大島なのか

坐禅の効果は非日常、とりわけ自然を体感できる空間ほど高い
といわれています。都心から高速ジェット船で 1 時間 45 分の
伊豆大島はこの点からも「週末リトリート」には最高のロケー
ションといえるでしょう。

伊豆大島

東京

昨年の伊豆大島での禅キャンプ



旅行代金　大人お一人様　57,000 円
食事条件：朝１・昼２・夕１
添乗員　：同行します。

利用交通機関：貸切バス
募集人員　：１５名
最少催行人員：１０名
募集締切り日：2016 年 4 月 7 日（木）17:00 まで
宿泊地：伊豆大島　大島温泉ホテル　　　

2016 年 4 月 23 日 ( 土 )～24 日 ( 日 )
旅行期間

※当日の天候や交通事情により、上記スケジュールが変更になる場合がございます。 あらかじめご了承ください。※観光などの所要時間は目安です。
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竹芝桟橋出港ー 10:00 大島着 ( ジェット船 )

7:40 竹芝桟橋集合

4 月 23 日 ( 土 ) 4 月 24 日 ( 日 )

入港地から専用バスでホテルへ　荷物預け

三原山山頂山頂口 [ 歩行禅 ]

ハイキング　7.5Km　約 4 時間 ( お鉢めぐり )
- 樹海 - 三原神社 - 展望台 ( トイレ ) - 火口展望台

- 表砂漠 - 三原山山頂口  

大島温泉ホテルチェックイン

貸切バスにてホテル出発

元町「Kichi」又は「椿花ガーデン」にて
サンセット坐禅

元町「寿し光」にて夕食

ホテル着

22:00 三原山樹海入り口にて星空鑑賞

7:00

9:00

9:30

11:15

朝食

6:15 朝坐禅

チェックアウト

砂の浜にて [ 坐禅 ]

パワースポット波治加麻神社へ参拝

12:30 昼食　昼食後フリー

15:55 大島出港 ( ジェット船 )

17:40 東京・竹芝桟橋着　解散

大手製薬会社人事担当 40 代女性
ここのところ調子が悪かったのですが、久々に大気からの気を感
じつつ、やっとのことで、4 本目の坐禅にて突破のキッカケを得
た感じで少し流れが良くなった感じになりました。

経営者 30 代男性
伊豆大島の自然に感動しっぱなしでした。
目の前に木があること。水があること。石があること。花がある
こと。子供の頃はそんな全てと一緒に遊んでたな。
そんな事を思いながら美しい景色を眺めていました。伊豆大島本
当にすべて素晴らしいです。

会社員 30 代女性
今回参加しようと思ったのは、禅がストレス解消に効くと思ったか
ら。やってみた結果は、ストレスフリーに禅は良いです。リセット
されてクリアになった感じがしています。波の音、風の音、鳥の声、
太陽の日差し、すごーく気持ちよかったです。無の時間を作ると支
配されてたいろんなものから開放されている感じがします。顔が穏
やかになります。ストレスフリーで美しくなりましょう。

経営者 50 代男性
日常の喧騒とは対照的な、ゆったりとした時の流れ。例えるなら、
外縁は高速回転しているけど、その中心は揺るぎがない独楽のよう
に自分のコアな部分とつながる感覚。日々絶え間ない変化を強いら
れる現実に晒されているからこそ大切なこと。豊かな自然と向き合
うことで得られる気づきの数々。心地よい体験に感謝。

詳細情報

第一回目伊豆大島禅 ZEN キャンプ参加者の声

経営者 30 代男性
空や海や大地地球まるごと大きなパワーを持つ伊豆大島。好きなことは何
か？人生で何を成し遂げたいか？何のために生まれてきたのか？などたくさ
ん考えながら坐禅、坐禅、坐禅、、、
2 日間の集大成である最後の坐禅は大きな波が打ち寄せる黒い砂浜でした。
30 分の坐禅。今の自分がやりたい事、やるべき事、できる事、喜んでもら
えるだろう事、など多くの事が見えました。
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